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社
会
看
護
学
研
究
室
の
創
設

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
の
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
ご
紹
介

大
学
の
今

ト
ピ
ッ
ク
ス

新
任
教
職
員
・
退
職
教
員
の
ご
紹
介

修
了
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

看
護
学
実
習
を
終
え
て

研
究
紹
介

「
四
つ
葉
会
」
か
ら
の
お
知
ら
せ



社
会
看
護
学
研
究
室
の

創
設
に
つ
い
て

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学　

学
長　

�

村
嶋 

幸
代

　

本
学
で
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
広
域
看
護
学

講
座
に
、
新
た
に
「
社
会
看
護
学
研
究
室
」
を

設
立
し
ま
し
た
。設
立
の
理
由
や
取
組
内
容
は
、

以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
設
立
の
理
由

　

看
護
は
、
実
社
会
で
生
活
す
る
人
々
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
。
現
実
の
人
間
社
会
は
、
法
体

系
を
始
め
、
種
々
の
社
会
制
度
に
ま
も
ら
れ
、

か
つ
、
制
約
を
受
け
て
い
ま
す
。
看
護
が
よ
り

良
い
形
で
発
揮
さ
れ
、
社
会
で
有
効
に
機
能
し

て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
の
仕
組
み
を
理
解

し
、
シ
ス
テ
ム
化
、
変
革
し
て
い
く
方
法
論
を

活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
そ

の
知
識
と
技
術
は
看
護
職
の
教
育
に
必
要
不

可
欠
で
す
。

　

そ
こ
で
、
社
会
環
境
の
重
要
性
や
そ
の
見
方

（
保
健
医
療
福
祉
行
政
）
を
教
え
る
教
員
を
確

保
し
、
実
習
及
び
論
文
指
導
も
実
施
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

２
．
取
組
内
容

　

社
会
看
護
学
研
究
室
で
は
、
主
に
以
下
の
授

業
を
担
当
し
ま
す
。

現
場
の
課
題
に
立
脚
し
た
制
度
を
構
築
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
看
護
基
礎
教
育
に
お
い

て
社
会
の
仕
組
み
や
看
護
制
度
を
理
解
し
政
策

的
な
思
考
が
で
き
る
看
護
職
を
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

米
国
の
看
護
教
育
に
お
い
て
は
、
看
護
大
学

協
会
が
示
し
て
い
る
学
士
課
程
教
育
の
必
須
要

素
の
１
つ
に
医
療
政
策
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
、
日
本
の
社
会
科
学
系
の
大
学
で
は
日
本

公
共
政
策
学
会
が
策
定
し
た
参
照
基
準
を
基
に

公
共
政
策
教
育
が
社
会
科
学
分
野
に
お
い
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
日
本
は
現
在
２
０
４
０
年

を
見
据
え
て
様
々
な
制
度
改
正
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
会
か
ら
の
看
護
の
養
成
は
こ

れ
ら
の
背
景
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
従

来
の
制
度
を
丸
ご
と
暗
記
し
て
も
非
常
に
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
く
た
め
、
制
度
の
理

解
に
終
結
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
知
識

を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
看
護
基
礎
教
育
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
教
育
は
看
護
系
大
学
で
も
す
で
に

い
く
つ
か
の
大
学
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す

が
、
必
要
な
教
育
内
容
や
教
育
方
法
に
つ
い
て

は
ま
だ
一
般
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
が
開
始

さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。

　

教
育
や
研
究
を
通
じ
て
、
大
分
県
内
で
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
看
護
職
が
育

ち
、
県
民
に
よ
り
よ
い
看
護
が
提
供
で
き
る
よ

う
な
関
わ
り
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
引
き

続
き
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

〇
学
部
：�

社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
論
Ⅰ
・
社
会
保

障
シ
ス
テ
ム
論
Ⅱ
、
健
康
支
援
概
論
、

総
合
看
護
学
実
習
、
予
防
的
家
庭
訪

問
実
習
、
地
域
看
護
学
実
習
、
卒
業

研
究
、
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

〇
大
学
院
：�

保
健
医
療
福
祉
行
政
論
、
広
域
看

護
学
コ
ー
ス
の
実
習
、
課
題
研
究
・

修
士
論
文
・
博
士
論
文
等

　

幸
い
、
保
健
師
と
し
て
の
経
験
に
加
え
て
、

厚
生
労
働
省
で
看
護
系
技
官
と
し
て
保
健
指
導

室
長
や
看
護
課
課
長
補
佐
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所　

政
策
研
究
調
整
官
と
し
て

の
豊
富
な
経
験
を
持
つ
加
藤
典
子
教
授
に
ご
着

任
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
緒
に
、

大
分
県
の
健
康
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学　
　
　
　

社
会
看
護
学
研
究
室　

教
授　

�

加
藤 
典
子

　

看
護
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
展
、疾
病
構
造
の
変
化
、単
身
世
帯・

高
齢
者
世
帯
の
増
加
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
高
度
化
、

多
様
化
し
、
年
金
や
医
療
、
介
護
な
ど
の
社
会

保
障
給
付
費
は
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
背
景
を
受
け
て
、
看
護
職
に
も
新
た
な
看
護

の
課
題
の
解
決
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た

社
会
看
護
学
研
究
室
の
創
設

公 開 講 座 第24回 看護国際フォーラム
　テーマ 	 腸活！腸から元気になろう
	 －免疫力をアップする心と体のつくりかた－
　日　時 	 令和４年９月10日（土）	13:30-15:50
 開催方法 	オンライン配信（Zoom）
 募集人員 	 300名（先着順） 　　参加費　		無料
 申し込み締め切り  令和４年９月８日（木）
 申し込み方法  参加申込フォームからお申し込みください。

　テーマ 	 With	コロナの経験から得た知見
	 －未来志向で考えるシームレスな新人教育の在り方－
　日　時 	 令和４年10月29日（土）	13:00-16:00
 開催方法 	オンラインによるWEB開催
 募集人員 	 500名（先着順） 　　参加費　		無料
 申し込み締め切り  令和４年10月21日（金）
 申し込み方法  参加申込フォームからお申し込みください。

お問い合わせ先
TEL	097-586-4300　e-mail	kokai@oita-nhs.ac.jp

お問い合わせ先
TEL	097-586-4300 e-mail	forum2022@gm.oita-nhs.ac.jp
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Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
へ
の
お
誘
い

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学　

学
長　

�
村
嶋 

幸
代

　

２
０
０
８
年
、本
学
は
、全
国
に
先
駆
け
て
ナ
ー

ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
診
療
看
護
師
、
Ｎ
Ｐ
）

の
養
成
を
始
め
ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
む
大
分

県
の
状
況
を
考
慮
し
、
慢
性
疾
患
の
症
状
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
重
点
を
置
い
た
プ
ラ
イ
マ
リ
領
域
の

Ｎ
Ｐ
で
す
。
こ
の
15
年
間
で
69
名
が
修
了
し
、
大

分
県
の
各
地
お
よ
び
全
国
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
、
Ｎ
Ｐ
が
い
る
こ
と
で
看
護
全
体
の

質
が
向
上
し
、
チ
ー
ム
医
療
が
進
む
と
い
う
効

果
も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
の
Ｎ
Ｐ
コ
ー

ス
は
、「
特
定
行
為
研
修
機
関
」
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
特
定
行
為
に
は
診
療

報
酬
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
の
採
用
は
経

営
的
に
も
良
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
は
定
員
10
名
で
す
が
、

中
に
、
地
域
枠
５
名
を
設
け
て
い
ま
す
。
地
域

枠
は
、
大
分
県
の
出
身
者
で
、
修
了
後
大
分
県

の
地
域
医
療
に
従
事
す
る
意
志
を
持
つ
看
護
師

を
対
象
に
、
面
接
を
重
視
し
て
選
抜
し
ま
す
。

自
己
研
鑽
し
つ
づ
け
る
意
志
と
学
習
意
欲
を
も

ち
、
協
調
性
と
自
律
性
が
あ
っ
て
、
チ
ー
ム
医

療
の
中
で
看
護
実
践
で
き
る
人
間
関
係
力
を
も

つ
人
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
講
義
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
受
講
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
学
の
Ｎ
Ｐ
コ
ー

ス
は
、
厚
生
労
働
省
の
専
門
実
践
教
育
訓
練
の

講
座
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
教
育
訓
練

給
付
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
修

了
後
、大
分
県
で
働
く
方
に
、沢
山
、Ｎ
Ｐ
コ
ー

ス
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

診
療
看
護
師（
Ｎ
Ｐ
）の

自
己
研
鑽
と
大
分
県
へ
の
貢
献

特
定
医
療
法
人
社
団
春
日
会�

黒
木
記
念
病
院

看
護
部�
教
育
師
長　

診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）

�

原　

光
明

　

大
分
県
内
の
診
療
看
護
師
（
以
下
、
Ｎ
Ｐ
）

は
２
０
２
１
年
に
27
名
と
な
り
、
病
院
で
は
発

熱
な
ど
症
状
出
現
時
に
問
診
・
診
察
を
行
い
、

対
応
の
判
断
や
気
切
カ
ニ
ュ
ー
レ
、
胃
瘻
交
換
、

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
挿
入
、
創
傷
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
施
設
（
老
健
）
で
は
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
に
対
す
る
薬
剤
の
調
整
、
訪
問
看
護
で
は

体
調
悪
化
時
の
緊
急
性
・
重
症
度
の
判
断
な
ど

病
院
・
老
健
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｔ
）

等
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
践
を
行

う
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｐ
教
育
課
程
で
の
学
習
は
も

ち
ろ
ん
、
卒
後
研
修
や
自
己
研
鑽
と
い
っ
た
Ｎ

Ｐ
教
育
課
程
修
了
後
の
「
継
続
教
育
」
が
重
要

で
す
。
し
か
し
、
大
分
県
内
の
Ｎ
Ｐ
の
多
く
は
、

施
設
に
１
名
の
単
独
所
属
で
あ
る
た
め
実
践
能

力
向
上
の
為
の
継
続
教
育
や
情
報
交
換
が
十
分

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
の

Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
ご
紹
介

看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師

国
家
試
験
全
員
合
格

　

２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）
３
月
25
日
に
、

看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
国
家
試
験
の
合
格

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
本
学
学
生
は
、
そ
の
す

大 学
の 今

で
は
な
い
と
い
う
課
題
に
対
し
、
２
０
２
０
年

に
「
お
お
い
た
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
会
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
修
了
生
や
在
学
生
、

教
員
ら
と
実
践
報
告
や
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
の
研

修
会
を
５
回
開
催
し
ま
し
た
。
開
催
に
よ
り
Ｎ

Ｐ
経
験
年
数
に
よ
る
学
習
ニ
ー
ズ
の
明
確
化
、

実
践
課
題
の
相
談
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
な
ど
の

学
び
や
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
施
設
で
は
医
療
依
存
度
の
高
い
方
の
退
院

支
援
で
は
、
Ｎ
Ｐ
が
在
宅
（
施
設
）
に
向
け
て

T
ransition�of�care

（
ケ
ア
の
移
行
）
を
行
い
、

円
滑
な
在
宅
（
施
設
）
へ
の
退
院
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
施
設
入
居
者
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
を
受
け
、
そ
の
後
の
対
応
を
在
宅

（
施
設
）
と
病
院
の
ど
ち
ら
で
行
う
か
を
本
人
・

家
族
、
ス
タ
ッ
フ
に
説
明
し
意
思
決
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
Ｎ
Ｐ
と
し
て
専
門
性
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
継
続
教
育
を
重
ね
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
在
宅
医
療
や
チ
ー
ム
医
療

の
一
員
と
し
て
、
大
分
県
へ
貢
献
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

べ
て
で
合
格
率
１
０
０
％
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
す
る
と
受
験

が
認
め
ら
れ
ず
、
追
試
も
な
い
の
で
、
学
生
は

感
染
し
な
い
よ
う
に
徹
底
し
た
感
染
症
対
策

と
体
調
管
理
を
お
こ
な
っ
て
試
験
に
臨
み
ま

し
た
。
看
護
師
国
家
試
験
で
の
例
を
あ
げ
れ

ば
、
出
発
前
の
教
員
に
よ
る
検
温
な
ど
の
体
調

チ
ェ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
座
席
数
で
は

２
台
の
バ
ス
で
も
可
能
な
と
こ
ろ
を
、
後
援
会

の
ご
支
援
も
あ
り
、
密
を
避
け
る
た
め
に
３
台

の
バ
ス
に
分
乗
し
て
受
験
地
（
福
岡
市
）�

に
向

か
い
ま
し
た
。

　

学
生
の
心
が
け
も
あ
り
、
受
験
に
あ
た
り
発

熱
な
ど
の
体
調
不
良
者
は
一
人
も
生
じ
る
こ
と

な
く
、
全
員
が
無
事
に
受
験
で
き
、
そ
の
先
に

最
高
の
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
第
１
１
１
回
看
護
師
国
家
試
験
】

　

本
学
合
格
率
：
１
０
０
％

　
　
　
（
合
格
者
81
名
／
受
験
者
81
名
）

　

全
国
全
体
合
格
率
：
91�･

３
％

　

全
国
新
卒
合
格
率
：
96�･

５
％

【
第
１
０
８
回
保
健
師
国
家
試
験
】

　

本
学
合
格
率
：
１
０
０
％

　
　
　
（
合
格
者
９
名
／
受
験
者
９
名
）　

　

全
国
全
体
合
格
率
：
89�･

３
％

　

全
国
新
卒
合
格
率
：
93�･

０
％

【
第
１
０
５
回
助
産
師
国
家
試
験
】

　

本
学
合
格
率
：
１
０
０
％

　
　
　
（
合
格
者
９
名
／
受
験
者
９
名
）

　

全
国
全
体
合
格
率
：
99�･

４
％

　

全
国
新
卒
合
格
率
：
99�･

７
％
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■�広域看護学コース
　「地域生活支援実習」成果報告会
　２月３日（木）に大学院広域看護学
コース１年次生の「地域生活支援実習」
成果報告会を開催しました。この実習
では、個別のケースを継続的に半年間
訪問し、対象者とその家族が地域で暮
らしていけるように寄り添い、ケアマ
ネジメント及び地域のケア資源の活用
方法について考えます。
　今回は、母子とその家族を経時的に
訪問し、家族の抱える健康上の困難や
家族の強みを理解し、保健師の家庭訪
問の意味を真剣に考え報告しました。
　院生たちは、それぞれの家族との出
会い、また、実習指導者の熱い指導によ
り大きく成長したことが伺える報告会
となりました。

■�令和３年度
　地域の課題解決事業成果報告会
　本学も参加しているおおいた地域連
携プラットフォームが主催する令和３
年度地域の課題解決事業成果報告会が
２月15日（火）にオンラインで開かれま

した。本学は、令和３年度に、学生と行っ
た実践型地域活動事業について報告し
ました。予防的家庭訪問実習でご協力
いただいている６名の方と学生とのオ
ンライン交流会について、事業に参加し
た学生を代表して３年次生が発表しま
した。

■�令和３年度
　卒業証書・学位記授与式
　令和４年３月18日（金）に令和３年度
卒業証書・学位記授与式が本学講堂で
執り行われました。
　COVID-19感染予防策を講じ、学部
生81名、大学院修士課程36名、大学院博
士課程２名の卒業生・修了生が式典に
参加し、代表者へ卒業証書・学位記が
授与されました。
　卒業生・修了生の皆様の今後の活躍
を、心よりお祈り申し上げます。

■令和４年度�入学式
　４月８日（金）に入学式が執り行われ
ました。

　今年度は、学部１年次生80名、大学
院博士前期（修士）課程34名と後期（博
士）課程４名が入学しました。新型コロ
ナウイルス感染症予防対策のため、昨
年度に引き続き学部生と大学院生を分
け、短時間で式典を執り行いました。
　学部生の入学式では、新入生の名前
が一人ずつ読み上げられ、村嶋幸代学
長より入学が許可されました。次いで
入学生代表による入学生宣誓が行わ
れ、学長が式辞を述べました。その後、
広瀬大分県知事の告辞（代読：黒田副
知事）に続き、御手洗大分県議会議長よ
りご祝辞をいただきました。さらに、関
係各位の皆様からも、新入生の門出を
祝う電報を多数頂きました。心より感
謝申し上げます。
　入学生の皆さん、そしてご家族の皆
様、ご入学おめでとうございます。

■�予防的家庭訪問実習の
　全学オリエンテーション
　４月13日（水）に、予防的家庭訪問実
習の全学オリエンテーションを行いま
した。今年も感染対策のためオンライ
ンで実施しました。縦割りでチームを
編成して訪問を行う本実習ですが、今
年度も新しい１年生を迎え地域の協力
者様のお宅へ訪問を行います。
　県内の感染状況を考慮して、すぐに
は訪問を行うことはできませんが、全
体のオリエンテーションを行った後、
各チームに分かれて今年度の取り組み
について話し合いを行いました。

［トピックス］

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス�

ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
３
回
目
を
実
施

　

３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
、
職
域
接
種
と
し
て
、
大
分
大
学
挾
間

キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
大
学
の

学
部
生
、
院
生
、
教
職
員
及
び
教
職
員
の
家
族

に
対
し
て
、
４
月
20
日
に
80
人
、
27
日
に
65
人

の
計
１
４
５
人
が
接
種
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
職
域
接
種
と
、
自
治
体
の
集
団
接
種

会
場
や
医
療
機
関
で
受
け
た
個
別
接
種
を
合
わ

せ
る
と
、
学
内
の
約
70
％
（
令
和
４
年
７
月
11

日
時
点
）
が
、
３
回
目
の
接
種
を
完
了
し
ま
し

た
。
学
内
に
お
い
て
は
、
新
学
期
が
始
ま
っ
て

か
ら
、
徐
々
に
対
面
授
業
に
移
行
し
て
お
り
ま

し
て
、５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
対
面
授

業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ス
テ
ー
ジ
１
以
外
で
は

サ
ー
ク
ル
活
動
を
停
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
感

染
対
策
の
徹
底
等
、
様
々
な
条
件
付
き
で
、
６

月
13
日
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
の
再
開
を
認
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
学
生
及
び
教
職
員
が
感
染
対
策

を
徹
底
し
た
こ
と
か
ら
、
学
内
で
感
染
が
広
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
感
染

対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
学
生
が
、
通
常
の
、

そ
し
て
、
よ
り
豊
か
な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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社会看護学研究室　教授　加藤　典子
　４月に社会看護学研究室に着任しました。
　着任して２か月、活気のある大学と豊かな自
然に囲まれ充実した日々を皆様のおかげで送ら
せていただいています。
　新型コロナウイルス感染症禍で制限はありま
すが、こういったときだから、また本学だからで

きる経験や新たな気づきを皆さんと共有しながら大切に積み重ねて
いきたいと思います。
　どうぞよろしくお願いいたします。

小児看護学研究室　助手　橋本　志乃
　４月より小児看護学研究室に着任いたしまし
た。大学時代を過ごした本学に戻り、教員として
小児看護に関わることができ嬉しいです。私自
身も学び、学生のみなさんと一緒に楽しく成長
していきたいと思っています。どうぞよろしく
お願いいたします。

新任教職員のご紹介
地域看護学研究室　教授　甲斐　優子
　４月１日から地域看護学研究室に着任しました。前
職は、大分県保健所の参事兼地域保健課長（保健師）で、
COVID-19対応の最前線におりました。大学勤務は初めて
ですが、実務者の視点を生かして保健師教育を担っていき
たいと思います。「何事も楽しく、前向きに」学生の皆さん
の夢を支援していきます。どうぞよろしくお願いします。

健康情報科学研究室　助手　岡田　悠希
　４月から健康情報科学研究室に着任致しました。専門分
野は多変量解析で、とくに欠測を含むデータの解析手法を
主に研究しています。今年の３月まで神戸大学で統計学に
ついて勉強していました。統計学は少し理解が難しい点が
あるかと思いますが、学生の皆さんの理解の一助が出来れ
ばと思います。教鞭を取るのは初めてなので至らぬ点もあ

るかと思いますが、学生の皆さんと共に成長していけるよう精進して参ります。
どうぞよろしくお願いいたします。

地域看護学研究室　助教　藤本　優子
　4月から地域看護学研究室に着任いたしまし
た。前任は、神戸市看護大学で保健師教育に携
わっていました。大分県立看護科学大学は、日本
で初めて保健師教育を大学院化した先駆的な大
学ですので、こちらに着任できたことを本当に
嬉しく思っております。私自身、先生方からたく

さんのことを学び、成長していきたいと思っています。どうぞよろし
くお願いいたします。 事務局財務グループ　主幹　長瀬　英子

　４月の異動で、大分県庁から事務局財務グループにま
いりました長瀬と申します。
　県庁ではここ数年、地域福祉や高齢者福祉業務等を担
当していました。
　事務局では経理事務や施設整備事務を担当しています。
　県と大学では会計処理の方法や考え方も異なり、日々

戸惑いと驚きの連続です。
　本学での経験が今後の業務に少しでも活かせるよう、勉強しながらひとつひ
とつ丁寧に取り組みたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

退職教員のご紹介
　令和 4 年 3 月 31日で退職された皆様です。
大変お世話になりました。新天地でのご活躍を
祈念いたします。

※5名のうち、定年退職の3名からメッセージをいただいています。メッセージご紹介

職　名 氏　名 職　名 氏　名
教　授 市瀬　孝道 助　教 木嶋　彩乃
教　授 高野　政子 助　教 渡邊　弘己
教　授 赤星　琴美

市瀬 孝道
　県立の看護大学の誕生から法人化へと組織や教育が時
代に適した形に変遷して行く中での24年間は本当に飽
きる事がない毎日でした。この間、皆様に支えて頂き本当
に感謝でいっぱいです。４月からは研究のみの勤務で京
都大学大学院地球環境学堂という部署で環境研究のサ
ポートをしています。学生の１/3は外国人で非常に研究

熱心です。沢山の先端機器がある中でまた研究のある種の感動を求めて楽し
く研究指導に当たっています。

高野 政子
　開学準備室2年を加えると勤続25年間を過ごし、令和
4年3月末に定年退職を致しました。学生・教職員の皆様
のご厚情とご支援に感謝を申し上げます。
　この間、「日本初の大学院ＮＰ養成教育開始」や「JICAウズ
ベキスタン看護教育改善プロジェクト」、韓国「ソウル大学と
の交流」などの事業に取り組みました。いずれも学ぶことが

多く充実した日々でした。4月からは福岡国際医療福祉大学で勤務しています。遠
距離になりましたが、皆様のご健勝と大学の益々の発展を応援しております。

赤星 琴美
　研究棟の窓から見える、四季を通じてその姿を変える美
しい由布鶴見の山々の連なり、風の広場の白とピンクに彩
られたハナミズキ。緑豊かなキャンパスの中で院生や学生
と過ごした13年間の学究生活は私の何ものにも代えがた
い財産となりました。平成21年に貴学に奉職し地域看護学
の学部教育に携わる中で、さらに平成23年からは日本初の
大学院保健師教育も始まり、開設以来10年の間に46名の
修了生を社会に送り出すことができました。この3月に定
年退職し、大学とい
う学究の場からは離
れますが、今後も何
らかの形で地域看護
のお役に立ちたいと
考えております。

卒業生とともに
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修
了
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

私
は
、平
成
28
年
度
に
学
部
を
卒
業

し
、平
成
30
年
度
に
広
域
看
護
学
コ
ー

ス
を
修
了
し
ま
し
た
。杵
藤
保
健
福
祉

事
務
所
の
母
子
保
健
福
祉
担
当
を
経

て
、今
は
保
健
師
４
年
目
と
し
て
、県
庁

医
務
課
で
看
護
師
等
養
成
所
の
サ
ポ
ー

ト
や
看
護
職
確
保
に
向
け
た
業
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
。保
健
福
祉
事
務
所
時

代
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
経
験
を
２
つ

お
話
し
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、医
療
的
ケ
ア
児
の
災
害

時
個
別
避
難
計
画
の
作
成
と
避
難
訓
練

の
実
施
で
す
。計
画
作
成
に
向
け
、市
や

消
防
署
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、民

生
児
童
委
員
等
と
協
力
し
、家
庭
訪
問

を
繰
返
し
ま
し
た
。計
画
は
緊
急
時
は

文
字
を
読
む
余
裕
が
な
い
と
思
い
、大

学
院
で
学
ん
だ「
見
え
る
化
」を
活
か
し

て
図
で
表
し
、誰
が
見
て
も
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
計
画
が
完
成
し
ま
し
た
。作

成
後
は
、市
町
主
催
で
避
難
訓
練
も
実

施
し
て
い
ま
す
。こ
の
一
連
の
取
組
み

を
他
市
町
へ
報
告
し
、県
内
に
計
画
作

成
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
、保
健
所
と

し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

保
護
者
様
が「
こ
の
市
町
に
住
ん
で
い

て
よ
か
っ
た
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

と
き
は
、地
域
で
の
安
心
し
た
生
活
に

向
け
て
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
令
和
元
年
と
令
和
３
年
の

豪
雨
災
害
対
応
で
す
。発
災
当
日
は
登

庁
で
き
た
職
員
が
平
時
の
２
割
弱
し
か

い
な
い
な
か
、現
地
保
健
医
療
調
整
本

部
と
し
て
昼
夜
問
わ
ず
活
動
し
ま
し

た
。情
報
が
錯
綜
す
る
中
、上
司
の
指
示

の
も
と
、人
工
呼
吸
器
使
用
者
の
安
否

を
確
認
し
た
り
、医
療
機
関
の
被
災
状

況
等
を
把
握
し
、県
庁
と
協
議
し
な
が

ら
必
要
な
支
援
を
調
整
し
た
り
、周
囲

が
浸
水
し
孤
立
し
た
病
院
に
自
衛
隊
と

一
緒
に
ボ
ー
ト
で
病
院
支
援
に
向
か
っ

た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
す
。特
に
令

和
３
年
は
同
時
に
コ
ロ
ナ
対
応
も
必
要

だ
っ
た
の
で
、目
ま
ぐ
る
し
く
活
動
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。実
は
、大
学
院

実
習
で
も
豪
雨
災
害
対
応
を
経
験
し
、

住
民
の
主
訴
の
変
化
の
過
程
、復
興
期

を
見
据
え
た
保
健
師
活
動
の
必
要
性
等

の
学
び
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。復
興
に
向
け
て
、大
分
県
内
の
保
健

師
様
は
じ
め
皆
様
に
は
多
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
恐
縮
で
す
が
、改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

感
染
症
が
ま
だ
油
断
で
き
な
い
状
況

で
す
が
、皆
様
お
身
体
を
第
一
に
、無
理

せ
ず
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　看護アセスメント学実習では、受け持ち患者さんとコミュニ

ケーションをとる中で得た情報や患者さんの様子から、アセスメ

ントを行い患者さんが回復に向かうための看護計画を立案し、実

際にその計画を実行しました。実際に臨地実習に参加して、実際

の患者さんのアセスメントを行うことの難しさと患者さんと関わ

る楽しさを実感しました。学内実習では、ペーパーペイシェント

だったので、必要な情報は書かれていることが多かったのです

が、臨地実習では、日々変化していく患者さんの情報をカルテや

患者さんとのコミュニケーションの中で自分で収集するため自然

な流れで収集することが難しかったです。疾患に対する知識不足

もあり、その情報をアセスメントする際もかなり苦戦しました。

しかしそれ以上に、患者さんとの信頼関係が築けたり、自分の知

識やアセスメント力が付いたりと、実習でしか味わうことができ

ない学習の楽しさを感じることができました。特に担当患者さん

が受け持ち日数が経つにつれて打ち解けてくださり、昔の話や家

族のことなど自分の話を自らしてくださったときは、とてもうれ

しく感じました。

　実習を通して、座学では学ぶことができない実際の看護に触れ

ることができ、看護を行うことの楽しさや喜び、難しさを味わう

ことができました。9月からはより細かい

領域別の3か月実習が始まるので、将来を

見据え今回の実習の学びを活かしてさらに

充実した実習になるように努力したいと思

います。

看護学実習を終えて

佐賀県健康福祉部
医務課　看護担当

一丸　あゆみ

3年次生　佐藤　未来

　「未来応援基金」は、大分県立看護科学大学創立20周年を契機に、学
生の学業の継続や地域との連携、国際化・グローバル化への対応等で、
学生・大学院生の活動を支援するために設置された基金です。
　確かな看護の力で地域の保健医療を牽引し、より良い社会を創造す
る看護職を育成するために、皆さまの温かいご支援を心からお願い申
し上げます。

使　途
　皆さまからいただいたご寄附は、学生・大学院生の支援のため、下記
事業に活用させていただきます。
（１）学業の継続（奨学金の給付、授業料等の減免等）
（２）�地域連携（地域貢献活動への支援、地域の保健医療機関での研修支

援、自治体・地域・企業と連携した研究教育等）
（３）�国際化・グローバル化への対応（短期留学、国内外での活動、研修

派遣等）
（４）その他、基金の目的達成に必要な学生・大学院生の活動支援

寄附金額
　金額は特に定めておりませんが、１口1,000円として何口でも可能
です。
　基金の趣旨にご賛同くださる方ならどなたでもご寄附いただけます。
ご寄附の方法
　大学ホームページ（https://www.oita-nhs.ac.jp/）掲載のフォーム
からお申し込みいただくか、本学事務局まで電話にてご連絡をお願い
します。
令和３年度寄付金額

　個人・団体総合計　　０円
　※平成30年度からの累計額：3,861,000円
　ご賛同いただいた皆さまの温かいお心遣いに感謝申し上げます。

お問い合わせ先
大分県立看護科学大学未来応援基金事務局

（大学事務局総務グループ内）
TEL：097-586-4300（代表）　FAX：097-586-4370
E-mail：somu@oita-nhs.ac.jp

Information［お知らせ］

「未来応援基金」ご寄附のお願い
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ら
れ
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保健管理学研究室　助教

姫野　雄太

研 究 紹 介

1 20周年記念事業を開催いたします！
　令和４年度、四つ葉会は20周年を迎えます。20周年記念事業をオンラインで開催
予定です。記念事業では、恩師や同窓生によるスピーチの他、卒業年度ごとでの懇談
会などを予定しています。開催に向け、役員一同準備を進めておりますので、同窓生
のみなさまはぜひご出席ください。記念事業へのご出席は、QRコードよりお申し込み
ください。

2 四つ葉会WebサイトやSNS、Gmailの確認をお願いします。
　現在、四つ葉会からのお知らせは、四つ葉会のWebサイト、Twitter（@oita_
yotsuba）、Gmailで配信しています。20周年記念事業の準備状況も随時配信予定で
す。定期的なサイトの閲覧やTwitterアカウントのフォロー、Gmailの確認をお願いし
ます！
※�GmailのIDやパスワードが分からない場合は、四つ葉会事務局（yotsuba@gm.oita-
nhs.ac.jp）までご連絡ください。

参加申し込み

Webサイト

大分県立看護科学大学同窓会「四つ葉会」からのお知らせ

風のひろば vol.20 July 20227



看科大［20号］クイズ･プレゼント

2022年度に創設されたのは
〇〇〇〇〇研究室です。

〇の中に正しい文字を入れ、下記のとおりハガキ
でご応募いただくか、クイズの答えなど１～５ま
でを記載して、メール（koho@oita-nhs.ac.jp）でご
応募ください。正解者の中から抽選で３名様に図
書カード（2,000円分）をプレゼントします。
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問�題

事業のお知らせ
　後援会は、大学の事業の援助、学生の福利厚生の増進な
どを目的とし、学生活動の助成事業など、主に次の事業を
行っています。
⑴学生活動助成事業
　��　サークル活動に対する補助、今年は中止ですが若葉祭
に対する補助… 等
⑵大学広報紙発行事業
　　「風のひろば」を大学と共同で発行
⑶実習旅費補助事業
　��　県内各地で行われる４年生の実習（地域看護学実習、
在宅看護論実習、総合看護学実習）に対して交通費や宿
泊費を補助… 等
⑷抗原検査補助事業
　�　実習施設の新型コロナウイルス感染症検査の求めにより
行う、PCR・抗原検査等に対する補助
⑸卒業記念事業
　　卒業生に卒業記念品を贈呈

トピックス
　ゴールデンウィーク明けから４年生の実習が始まりました。
４年生に対して、４月末までに実習旅費補助金を概算交付し
ました。２ヶ月にわたる集大成ともいえる４年生実習。自身
の看護観・看護師像がより明確になっていくといいですね。
応援しています。(・∀・)ｶﾞﾝﾊﾞﾚｰ

お問い合わせ
�大分県立看護科学大学後援会事務局
�（大学事務局教務学生グループ内）
�TEL：097-586-4300（代表）　FAX：097-586-4370
�E-mail：info@oita-nhs.ac.jp

大分県立看護科学大学後援会からのお知らせ

8月 23日㈫
25日㈭･26日㈮

大学院入学試験
大学院研究中間報告会、大学院
研究計画報告会、論文レビュー
報告会

9月 2日㈮
5日㈪

5日㈪～
　　11月25日㈮
10日㈯

夏期休業終了（１年次生）
夏期休業終了
（２年次生～４年次生）
老年･成人看護学実習Ⅰ･Ⅱ
小児、母性、精神看護学実習
公開講座

10月 29日㈯ 第24回看護国際フォーラム

11月 26日㈯ 学校推薦型選抜試験および
社会人選抜試験

12月 1日㈭～2日㈮
5日㈪～19日㈪
24日㈯

卒業研究発表会
看護アセスメント学実習
冬期休業開始

Schedule［スケジュール］

※スケジュールは、変更になる場合があります。

看護ひとくち
メモ
ホルモンバランス
　働き盛りの30～50代で男女を問わずにホルモンバランスが乱れ、
自律神経失調の状態に陥ることがあります。症状としては、イライ
ラしたり、気力がなくなったりします。また、不眠や疲労は、ホルモ
ンバランスを乱す原因となります。その状態が度重り、長く続くこ
とにより心身の不調を悪化させます。

ストレスの兆候セルフチェック
①夜眠れない、また起きれない　②楽しかったことへの興味が薄れた
③お酒の量が増えた　④怒ってばかりいる　⑤羞恥心や罪悪感が強い
⑥常に落ち込んでいる　⑦集中することができない
⑧食欲に変化がある（過食、拒食）　⑨スケジュールを詰めすぎてしまう
⑩「人生に何の意味が？」と思ってしまう
あなたは、いくつか当てはまる兆候がありますか？ 複数ある方は
ご注意ください。

生活習慣の見直し
　疲れを感じたときは、自分の生活を振り返ってみてください。生
活リズムを整えることこそ最良の薬です。１日のスケジュールを詰
めこまず、食事、睡眠をしっかりとることを心掛けましょう。適度な
運動も取り入れましょう。

人に相談すること
　心身の不調は、信頼のおける人に相談をしましょう。自分では気
づかないサインもありますから、客観的な意見も聴いてみましょ
う。そして、人に話すと気持ちが軽くなります。

早めの受診
　心身の状態に改善が見られないときは、心療内科・精神科への受
診をお勧めします。現在、県内には心療内科を掲げている病院やク
リニックが70件以上あります。不眠で通院している人もいます。不
眠については、体に負担の少ない睡眠導入剤も沢山あります。医師
は、あなたの状態に合った薬を検討してくれると思います。女性の
場合、婦人科受診もご検討下さい。ホルモンバランスの乱れにより
起こる更年期障害は、治療の対象となります。適切な医療機関で適
切な治療を…。


